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第 1９号 

201９年９月 22日 

 

第 18号 

201８年 10月１日 
発行：ユーカリが丘２丁目自治会 まちを守る会 

 

 

 

 

第１１回の防災訓練を行います。 

日にち：１０月１３日 

（日曜日）  

９時１５分～１１時３０分 

場所：萱橋公園 
  

黄色いリボンを９時までに玄関等外から見えるところに掲出してく

ださい。そしてご家族揃って公園に集合してください。 

（黄色いリボンのない方は班長に申し出てください） 

 

雨の場合は青色灯パトロールカーで案内しますが、

黄色いリボンの掲出だけをおこなう訓練に縮小して、

公園での展示、食事作りは中止します。 

 

防災訓練は災害時に自分の命、家族の命を守るため

に何が必要かを考えていただき、さらにご近所同士

が助け合える“ご近助力”を強くするために行いま

す。 

今回はブロックごとの班別けをして一緒に展示を体験することはし

ません。自由にご希望の展示を体験、見学してください。 

展示内容と実施項目は次の通りです。 
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（充電体験コーナー） 

発電機を使って携帯電話の充電を行います 

停電すると情報の入手が難しくなりますが、

ラジオは有力な情報入手源です。スマホで

ラジオの受信ができますので、アプリを入

れておきましょう。充電は防災倉庫前の発

電機で行いますので、充電器を持って来て

ください。 

   

（家族、友人等との連絡訓練コーナー） 

171の災害用伝言サービスに伝言を録音、再生する方法を練習しま

す。防災訓練の当日は接続テストができませんので操作の手順を確

認します。この災害用伝言サービスは毎月１日と１５日に体験でき

ますので、別紙の案内を参考にして、ご自分で 171に電話をしてみ

てください。 

現在は固定電話番号だけではなく、携帯電話の番号でも登録できる

ようになりました。台風１５号の被害で固定回線が不通になった地

域がありましたので 171サービスが開設されました。 

何よりも大切なのは連絡したい人と 171で情報交換することを確 

認しあっておくことです。なお、１７1は利用が集中すると通じ難 

くなることがありますので、ウエブ 171の利用方法も体験しましょ 

う。さらにドコモ、au、ソフトバンクが行っている別のサービスも 

あります。格安 CIM でも使えますので併せて考えておきましょう。 

 

（簡易トイレの作り方コーナー） 

下水管の損傷などで家庭のトイレが使えないこともあります。ゴミ 

袋、ペット用シーツ、ポリ袋を使って水を流さずに処理する方法を 

防災士さんから学びます。 
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（火災旋風～炎の流れ～）実験コーナー 

防災士さんの指導で日の恐ろしさを知る実験です。ユーカリが丘で 

は大きな地震でも津波やがけ崩れの心配は少ないのですが、怖いの 

は強風下での大火災です。 

 

（消火器の使用訓練コーナー） ＊消防署が指導します 

家庭にある消火器も使い方が分からないと役に立たないだけではな 

く、炎が大きくなってからの使用は危険です。水を使った訓練です 

が、正しい使い方を学びましょう。 

 

（煙避難体験コーナー） ＊消防署が案内します 

火災の時に煙に巻かれて死亡する事故が多発しています。煙が充満 

したときの正しい避難方法を学びましょう。 

 

（AEDの使い方訓練コーナー） *消防署が指導します 

人形を使って訓練用の AED で蘇生

の訓練をします。心臓が止まった 

方に素早く人工呼吸か AED を使う

ことで助けることができます。難 

しいことはありません。一度体験し

てみてください。 

 

 

 

（三角巾の使い方コーナー） ＊消防署が指導します 

家屋が倒れて怪我をすることがあります。病院で手当てをするまで 

に応急処置として三角巾の使い方を学びましょう。 
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（ゲームで遊ぼう！コーナー） 

参加した子どもたちに楽しんでもらいます。輪投げ、ミニサッカー 

を用意しました。 

 

（給食コーナー） 

アルファー米は避難所に市が備蓄しているものです。お湯を入れる 

だけで食べられます。容器に詰める作業がありますので参加者の皆 

さんのお手伝いをお願いいたします。 

避難所、避難場所では温かい食事が必要です。材料が揃うか心配で 

すが、家庭から持ち寄ったことを想定して豚汁を作ります。子ども 

は危険ですが煮込み、配膳のお手伝いをお願いいたします。 

 

（クイズコーナー） 

防災についての知識を学びましょう。クイズ用紙をお渡ししますの 

で考えてみてください。正解は会場でお渡しします。 

 

台風 1５号の被害で学んだこと～災害は地震だけではありません 

① 停電によって水道も止まることがあります。トイレ用の水は風呂

の水を入れ替えまで保存すれば使えます。 

② 停電によって電話機や風呂などが使えなくなることがあります。

また電動シャッターの車庫は車が出せなくなるそうです。 

③ 食料の備蓄はローリングストックをお勧めしていますが、冷蔵庫

に保存しなければならないものは止めましょう。停電で腐敗して

しまうことがあります。飲料水の備蓄も忘れずに！ 

④ 停電で市の施設（志津コミュニテイセンターなど）が休息所とし

て利用できるようになりましたが、指定避難所ではありませんの

で防災備蓄倉庫はありません。従って毛布や飲食物の支給はあり

ません。 

⑤ 上座浄水場は給水場所として開放されました。 


